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12ページに関連記事

会員増強 4つの運動

演芸大会 グラウンド・ゴルフ大会

ソフトダーツ大会

囲碁・将棋大会

カラオケ大会

女性部料理教室

　老人クラブのような組織活動は健康長寿にプラ
スの影響を与える効果が高いと言われています。
仲間との交流は喜びや笑いがあふれ、人生を輝か
す大切な財産です。一日も早く新型コロナウイル
スが収束し、これまで通り、元気に楽しく活動で
きる日まで、みんなで頑張って乗り切りましょう。

健康教室

ペタンク大会

私
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皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
や
感
染
予
防
に
努
め
ら
れ
、
外

出
自
粛
な
ど
大
変
な
状
況
に
あ
る

中
、
さ
ら
に
熱
中
症
の
問
題
な
ど

難
し
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
全
国

に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る

な
ど
、
わ
が
国
の
社
会
や
経
済
に

深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
お
り

ま
す
。﹁
博
高
連
﹂
に
お
き
ま
し
て

も
囲
碁
・
将
棋
大
会
、
演
芸
大
会

を
中
止
し
、
部
会
や
研
修
会
を
延

期
、
委
員
会
を
資
料
配
布
に
代
え

て
お
り
ま
す
。
校
区
老
連
や
単
位

老
人
ク
ラ
ブ
に
お
か
れ
ま
し
て
も

イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
、
社
会
奉

仕
活
動
の
中
止
や
延
期
な
ど
苦
慮

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度﹁
博
高
連
﹂総
会
は
、

多
数
の
会
員
の
皆
様
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
の
開
催
が
困
難
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
会
場
を
博

多
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
変
更

し
、
多
く
の
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会

長
、
校
区
女
性
部
長
（
計
1
1
1

名
）
の
皆
様
か
ら
委
任
を
受
け
、

役
員
三
役
（
会
長
、副
会
長
、会
計
）

規
模
に
総
会
を
縮
小
し
て
開
催
し
、

議
案
全
て
に
つ
い
て
ご
承
認
を
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
の
大
変

な
中
で
、
友
愛
訪
問
活
動
に
お
い

て
、
訪
問
は
で
き
な
く
て
も
電
話

で
交
流
を
続
け
ら
れ
、
訪
問
対
象

者
の
方
か
ら
大
変
心
強
く
励
み
に

な
っ
た
と
喜
び
の
声
を
お
聞
き
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
た
い
お
話
で
す
。

　

ま
さ
に
こ
う
い
う
時
こ
そ
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
﹁
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
﹂

の
三
大
運
動
を
基
本
に
、
自
分
自
身

の
長
寿
を
喜
び
実
感
で
き
る
健
康

寿
命
を
延
ば
し
、
お
互
い
に
認
め

合
い
支
え
合
う
仲
間
づ
く
り
、
誰
も

が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
生
活
で

き
る
地
域
づ
く
り
や
環
境
づ
く
り
、

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
奉
仕
活
動

な
ど
可
能
な
範
囲
で
活
動
を
続
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

国
や
福
岡
市
が
出
す
情
報
に
十

分
留
意
し
、
国
が
提
唱
す
る
﹁
新
し

い
生
活
様
式
﹂、
人
と
の
間
隔
や
マ

ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
の
励
行
な

ど
に
心
が
け
な
が
ら
、
地
域
を
活

動
基
盤
と
す
る
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

の
﹁
生
活
を
豊
か
に
す
る
楽
し
い

活
動
﹂
や
﹁
地
域
を
豊
か
に
す
る

社
会
活
動
﹂
な
ど
、
お
互
い
に
声

を
か
け
合
い
、
励
ま
し
合
い
、
助

け
合
い
な
が
ら
、
前
向
き
な
気
持

ち
で
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

朝
の
来
な
い
夜
は
な
い
。
マ
ス

ク
な
し
で
集
い
、
大
い
に
語
ら
い

合
え
る
日
が
1
日
も
早
く
来
る
こ

と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
﹁
博
高
連
﹂
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

今
後
、
先
の
総
会
で
ご
承
認
い
た

だ
い
た
事
業
計
画
・
予
算
に
基
づ

き
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。
最
後
に
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
先
、
暑
さ
も

さ
ら
に
増
し
て
ま
い
り
ま
す
。
会

員
の
皆
様
に
は
健
康
に
留
意
さ
れ
、

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
取
り
組
ま
れ

る
こ
と
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

 

会
長
　
楢
橋
　
貞
雄

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、前
向
き
に
！

会長あいさつ

　

5
月
13
日
（
水
）、
博
多
区

市
民
セ
ン
タ
ー
に
て
、
博
多

区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
総

会
を
開
催
す
る
予
定
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
お
よ
び
、

感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、
多

数
の
会
員
の
参
加
が
難
し
く

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め

 

規
模
縮
小
し
て
開
催

令和 2 年度 博多区老連総会

な
り
、
今
年
度
は
博
多
区
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、
規

模
を
縮
小
し
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

会
長
、
校
区
女
性
部
長
（
計

1
1
1
名
）
か
ら
委
任
を
受

け
、
会
長
、
副
会
長
、
会
計

の
三
役
の
み
が
出
席
し
、
会

長
あ
い
さ
つ
の
後
、
楢
 橋
会

長
が
議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
令
和
元
年
度

事
業
報
告
、
決
算
報
告
並
び

に
監
査
報
告
、
令
和
2
年
度

事
業
計
画
（
案
）、予
算
（
案
）、

会
則
の
一
部
改
正
（
案
）
に

つ
い
て
審
議
し
、
全
て
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

三役のみが参加しました
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令和2年度 博多区老人クラブ連合会
会長表彰被表彰者一覧 （敬称略）

吉塚校区 山田　東洋男
東光校区 松村　秀豊

区老連役員退任者

東住吉校区 桑原　日津美

校区女性部長退任者

千代校区・千代寿会 　　横山　菊子
奈良屋校区・築港本町高砂会 　　柴田　登代
奈良屋校区・神屋町二区老人クラブ親交会 　　野田　順子
東住吉校区・第七永寿会 　　高野久美子
東住吉校区・東住吉第十一永寿会 　　中川　　透
春住校区・春住第十長生クラブ 　　熊谷　愛子
春住校区・春住第十三長生クラブ 　　鎌田　美晴
吉塚校区・第3堅老クラブ 　　野中　敏恵
板付北校区・ドリームクラブ8（エイト） 　　鹿毛　孝一
三筑校区・下の山弥生会 　　本田　盛男
三筑校区・ことぶき会 　　山口　栄一
那珂南校区・西春町西寿会 　　中原　正秀
那珂南校区・ローレルシルバークラブ 　　田尻　道信

単位老人クラブ会長退任者

会員増強運動特別賞

那珂南校区　那珂南校区老人クラブ連合会 伊藤　　恵

【単位老人クラブの新規加入】

【単位老人クラブの会員数の増】

冷泉地区　　冷泉老人クラブ連合会いずみ会 江頭　孝子
冷泉地区　　冷泉老人クラブ連合会冷泉いずみ会 中尾　敏勝
住吉校区　　住吉老人なかよし連合たのしみ会1 藤井しつ江
美野島地区　美野島ことぶき会 古屋　征範
東光校区　　東光なかよしクラブ 古橋　良夫
東月隈校区　浦田町南山会 中武　正　
東月隈校区　下月隈第ー常磐会 石松富士雄
那珂南校区　ローレルシルバークラブ 山田　玲子
那珂南校区　第一嶺寿会 佐久間　朗

令和 2 年度 博多区老人クラブ連合会

役員・運営委員名簿

役職名 校区
地区 氏　名

会　長 板　付 楢橋 　貞雄

副会長
三　筑 木原 　正道

東　光 阿部 　悦子

会　計 冷　泉 中尾 　敏勝

監　事
東吉塚 伊藤 　康代

東　光 藤井　 良男 

運
営
委
員
（
校
区
会
長
・
女
性
部
長
）

千　代 福井 　良一

大　浜 篠隈 　勝義

御供所 原 　　　功

奈良屋 青木 　　望

冷　泉 中尾 　敏勝

住　吉 藤井 しつ江

東住吉 福山 　　誠

春　住 南里 みどり

美野島 古屋　 征範

吉　塚 鹿子生 芳信

東吉塚 稲益 　　満

役職名 校区
地区 氏　名

運
営
委
員
（
校
区
会
長
・
女
性
部
長
）

東　光 竹田 　広義

堅　粕 岩瀬 　弘毅

席　田 関 　　利光

月　隈 光安 　征男

東月隈 中原 富久男

那　珂 廣田 すみ子

弥　生 山田 　優基

板　付 楢橋 　貞雄

板付北 井上 チサ子

三　筑 木原 　正道

那珂南 伊藤 　　恵

女性部Ａ 大須賀 照代

女性部Ｂ 板井 　通子

女性部Ｃ 阿部 　悦子

女性部Ｄ 古賀 　初枝

女性部Ｅ 藤 　美恵子

女性部Ｆ 松尾 　洋子

博多区老人クラブ連合会事務局　活動推進員　隈本　秀勝
〒812-8514
博多区博多駅前2丁目19-24 博多区保健福祉センター3階
電話　092-419-1085　　 FAX　092-441-1455

令和 2 年度 博多区老人クラブ連合会

女性部長名簿

校区・地区 区分 氏　名

千 代

A

播磨 貴砂子

大 浜 大須賀 照代

御 供 所 原　 多惠子

奈 良 屋 濱野 エイ子

冷 泉 岡本　 光世

住 吉

B

藤井 しつ江

東 住 吉 中嶋 　淨子

春 住 板井 　通子

美 野 島 山田 　鈴恵

吉 塚

C

立石 智恵子

東 吉 塚 伊藤　 康代

東 光 阿部　 悦子

堅 粕 庄司 　精子

校区・地区 区分 氏　名

席 田

D

古賀 　初枝

月 隈

東 月 隈 八谷 　英子

那 珂

E

庄島 　克枝

弥 生 開 　　福江

板 付 藤 　美恵子

板 付 北 岩永　 友子

三 筑
F

松尾　 洋子

那 珂 南 城戸 スミ江
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令和 2 年度　博高連 行事計画

実施日 行事名 会　場

7
21 日 新任会長・校区女性部長研修会 2F　集団指導室
22日 女性部会（校区女性部長会議） 3F　会議室 1・2
28 日 第49回市高齢者囲碁・将棋大会 ふくふくプラザ 601・602

8
4 日 地域リーダー研修会 10 月 20 日へ変更

24日 運営委員会 2F　集団指導室グラウンド・ゴルフ大会打合わせ会議

9

1 日 第58回市高齢者保健福祉大会 福岡市民会館
8日 ペタンク好友会・月例会 山王公園（自由広場）
9日 博多区ゲートボール大会 山王公園（自由広場）
10日 博多区ゲートボール大会（予備日） 山王公園（自由広場）
15日 「老人の日」「老人週間（15〜21日）」
16日 運営委員会 2F　集団指導室
20日 全国一斉「社会奉仕の日」
23日 博多区グラウンド・ゴルフ大会 山王公園（自由広場・野球場）
24日 博多区グラウンド・ゴルフ大会（予備日）山王公園（自由広場・野球場）

10

1 日 第42回市ゲートボール大会 山王公園（自由広場）
2日 第42回市ゲートボール大会（予備日） 山王公園（自由広場）
6日 広報部会 3F　会議室 2
7日 博高連カラオケ大会準備・リハーサル 博多市民センター　ホール
8日 博高連カラオケ大会 博多市民センター　全館
12~18日 第50回市高齢者美術展 福岡市美術館
13日 ペタンク好友会・月例会 山王公園（自由広場）
20日 地域リーダー研修会 博多市民センター　ホール

21日 運営委員会 2F　集団指導室ペタンク大会打合わせ会議
22日 グラウンド・ゴルフ好友会・月例会 山王公園（自由広場・野球場）

実施日 行事名 会　場

10

23 日 ねんりんピック結団式（予備日）
26日 ねんりんピック結団式
27日 第19回市グラウンド・ゴルフ大会 舞鶴公園
28日 第19回市グラウンド・ゴルフ大会(予備日) 舞鶴公園

11

11 日 博高連ペタンク大会 山王公園（自由広場）
12日 博高連ペタンク大会(予備日) 山王公園（自由広場）
16日 運営委員会 3F　会議室 1・2
26 日 グラウンド・ゴルフ好友会・月例会 山王公園（自由広場・野球場）
30日 健康教室 2F　集団指導室

12

4 日 社会見学会 未定
8日 ペタンク好友会・月例会 山王公園（自由広場）
9日 市女性部会研修会 ふくふくプラザホール
11日 博多区ソフトダーツ大会 福岡市民体育館　第 1競技場
18 日 運営委員会 2F　集団指導室
24日 グラウンド・ゴルフ好友会・月例会 山王公園（自由広場・野球場）

1
20 日 運営委員会 2F　集団指導室グラウンド・ゴルフ好友会役員会議
26日 市老人クラブリーダー養成研修会 ふくふくプラザ 502・503

2

4 日 第10回市高齢者ソフトダーツ大会 福岡市民体育館
12日 女性リーダー研修会 未定
16日 運営委員会 2F　集団指導室
25~26日 他都市研修会（宿泊） 未定

3

4 日 老人クラブ補助金並びに友愛訪問説明会 博多市民センター　第 1・2会議室
9日 ペタンク好友会・月例会 山王公園（自由広場）
22日 運営委員会 2F　集団指導室
25日 グラウンド・ゴルフ好友会・月例会 山王公園（自由広場・野球場）

順　位 氏　名 校区・地区 総得点
優　勝 川邊 　英昭 板　付 1,017
準優勝 庄司 　精子 堅　粕 973
第３位 中村 　政男 東住吉 946

【カウント・アップ】

男　性 脇田 　　博 弥　生 90 歳
女　性 中島 喜美子 千　代 88 歳

【最高齢者賞】

　

12
月
13
日
（
金
）、
福
岡
市
民

体
育
館
に
て
博
多
区
高
齢
者
ソ

フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

川
邊
英
昭
氏
が

�

1
4
7
名
の
頂
点
に

（
カ
ウ
ン
ト
・
ア
ッ
プ
）

令
和
元
年
度
博
多
区
高
齢
者
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会

　

当
日
は
1
4
7
名
が
参
加

し
、
皆
さ
ん
上
位
を
目
指
し
て

一
投
集
中
。
ナ
イ
ス
プ
レ
ー
が

出
る
た
び
に
拍
手
や
歓
声
が
上

が
っ
た
り
と
、
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
、
カ
ウ
ン

ト
・
ア
ッ
プ
の
部
で
、
板
付
校

区
の
川
邊
英
昭
氏
が
総
得
点

1
0
1
7
点
を
出
し
、
優
勝
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。

【アンダー・ザ・ハット　コート優勝者】
コート 校区・地区 氏　名

１コート 吉　塚 竹下 ムツ子
2 コート 弥　生 福元 美恵子
3 コート 奈良屋 五十嵐トシ子
4 コート 春　住 宮本 　隆一
5 コート 弥　生 橋本 　　研
6 コート 東住吉 藤井 　金光
7 コート 春　住 横田 　祐子
8 コート 堅　粕 菊池 　得雄

コート 校区・地区 氏　名
9 コート 美野島 樗木 　三郎

10 コート 那珂南 瀧田 　武子
11 コート 吉　塚 結城 　国昭
12 コート 吉　塚 鹿子生 芳信
13 コート 吉　塚 安武 真知子
14 コート 奈良屋 藤田 瑠璃子
15 コート 東月隈 田中 　武一
16 コート 奈良屋 遠藤 　資子

大会結果（敬称略）
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歴
史
受
け
継
ぐ

 

後
継
者
の
育
成
に
尽
力

千　歳　会

校 区三 筑

三
筑
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　

 

会
長　

木
原　

正
道

設
立
当
初
の
思
い

 

今
も
色
鮮
や
か
に

　

私
が
住
む
諸
岡
4
丁
目
2
区

は
、そ
の
昔
﹁
池
田
町
﹂
と
言
い
、

現
在
も
﹁
池
田
公
園
・
池
田
会
館
﹂

と
﹁
池
田
﹂
の
名
前
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

池
田
会
館
は
、１
９
５
４
年（
昭

和
29
年
）
に
、
那
珂
第
一
小
学
校

（
現
在
の
板
付
小
学
校
）
の
木
造

校
舎
が
解
体
さ
れ
、
そ
の
廃
材
と

町
の
共
有
地
売
却
資
金
で
、
木
造

平
屋
建
て
の
﹁
池
田
公
民
館
﹂
が

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
以
降
、
町
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
幅
広

く
活
用
さ
れ
、
１
９
９
２
年
（
平

成
4
年
）
に
池
田
公
民
館
は
、
福

岡
空
港
騒
音
対
策
事
業
の
対
象
に

指
定
さ
れ
、
池
田
公
民
館
を
解
体

し
、新
た
に
鉄
骨
2
階
建
て
の﹁
池

田
会
館
﹂
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
千
歳
会
の
歴
史
も
古

く
、
１
９
７
４
年
（
昭
和
49
年
）

に
設
立
さ
れ
、
私
は
6
代
目
会
長

と
な
り
ま
す
。
設
立
当
時
は
、
町

や
福
岡
市
か
ら
の
助
成
金
が
な

く
、
会
費
は
年
間
一
人
あ
た
り

1
万
2
千
円
（
現
在
は
年
間
一
人

あ
た
り
１
２
０
０
円
）
で
、
当
時

は
入
会
の
年
齢
制
限
が
な
く
、
会

員
は
18
名
い
た
と
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
会
員
は
34
名
お
り
、

最
高
齢
者
は
97
歳
で
、
千
歳
会
が

で
き
た
当
初
か
ら
の
会
員
で
す
。

　

ク
ラ
ブ
設
立
当
時
﹁
ウ
エ
ス
ト

麦
野
店
﹂
が
開
業
し
、
金
曜
日
の

午
後
2
時
～
4
時
ま
で
は
、
ビ
ー

ル
1
杯
１
０
０
円
で
提
供
さ
れ
、

私
の
両
親
も
当
時
の
会
員
の
方
々

と
金
曜
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

そ
の
影
響
か
、
ま
た
は
積
み
重

ね
ら
れ
た
歴
史
な
の
か
、
現
在
の

主
要
行
事
は
﹁
池
田
公
園
の
清

掃
、
総
会
と
料
理
教
室
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
、
料
理
教
室

と
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
バ
ス
研
修
旅

行
、
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会
、
男
の

料
理
教
室
、鏡
開
き
﹂
な
ど
で
す
。

特
に
料
理
教
室
は
、
鏡
開
き
を
含

め
て
4
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
飲

み
会
を
前
提
と
し
た
活
動
で
、
参

加
者
か
ら
は
そ
の
都
度
、
参
加
費

を
徴
収
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
福
岡
市
か
ら
の
助
成
金

5
万
７
６
０
０
円
に
つ
い
て
は
、

適
用
範
囲
が
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
公
園
清
掃
時
の
お
茶
代
、
料

理
教
室
の
材
料
費
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
賞
品
と
参
加
者
の
お
茶
代
に

使
用
し
て
お
り
ま
す
。

池田公民館（1954 年設立）

池田会館（1992 年設立）

　

今
後
の
最
大
の
課
題
は
、
会
員

の
高
齢
化
で
す
。
現
在
、
会
員
の

子
ど
も
た
ち
（
50
代
前
後
）
は
み

ん
な
独
立
後
、
町
か
ら
離
れ
る
方

が
多
く
、
次
の
後
継
者
を
ど
の
よ

う
に
育
て
て
い
け
ば
い
い
か
頭
を

抱
え
て
い
ま
す
。

　

数
少
な
い
彼
ら
と
話
し
合
い
を

進
め
、
ま
ず
は
千
歳
会
に
加
入
し

て
も
ら
い
、
後
継
者
育
成
に
全
力

を
尽
く
す
考
え
で
す
。 

↓

↓

→ →

学

一 涯

活

第❶問

↓

↓

→ →

違

相 対

省

第❷問

↓

↓

→ →

帰

王 家

会

第❸問穴埋め漢字クイズ
中央の「□」に入る漢字一文字を当
ててください。

「→」の方向に二字熟語ができるよ
うに考えましょう。

答えは 11 ページ
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﹁
第
一
嶺
寿
会
﹂
を
設
立

し
た
の
に
は
、
確
た
る
動
機

が
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

私
が
嶺
寿
会
の
会
長
に
就

い
た
当
時
、
会
員
は
41
名

だ
っ
た
た
め
、
2
ク
ラ
ブ
に

分
け
る
と
い
う
話
は
ま
っ
た

く
出
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
平
成
28
年
に
は
嬉
し

い
こ
と
に
会
員
が
61
名
ま
で

に
増
え
た
た
め
、
そ
の
頃
か

ら
会
員
を
は
じ
め
、
特
に
元

の
会
長
よ
り
﹁
も
う
そ
ろ
そ

ろ
、
2
ク
ラ
ブ
に
し
て
は
ど

う
か
﹂
と
の
声
が
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
2
ク
ラ
ブ
作
る

た
め
の
会
長
や
役
員
の
な
り

手
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
す

ぐ
に
は
設
立
に
は
い
た
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
平
成
31
年
3

月
に
公
民
館
長
を
リ
タ
イ
ア

さ
れ
る
人
が
い
る
と
の
情
報

を
得
た
の
で
す
。

　

こ
の
方
は
、
元
の
寿
町
自

治
会
の
会
長
や
校
区
自
治
会

事
務
局
等
の
経
験
者
で
あ

り
、
豊
富
な
知
識
を
持
つ
一

方
、
ア
イ
デ
ア
マ
ン
な
方
で

す
。
腰
が
軽
く
、
行
動
的
な

人
柄
が
多
く
の
方
々
か
ら
も

大
変
評
判
が
良
く
、
以
前
か

ら
慕
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

直
接
本
人
と
話
を
し
た
と

こ
ろ
、
非
常
に
前
向
き
な
答

え
を
い
た
だ
い
た
た
め
、
平

成
31
年
の
通
常
総
会
で
、
2

ク
ラ
ブ
移
行
案
を
提
示
し
ま

し
た
。
し
か
し
判
断
資
料
等

が
少
な
く
、
一
年
間
試
行

し
、
次
期
通
常
総
会
で
﹁
1

議
案
﹂
と
し
て
審
議
し
ま

し
ょ
う
と
い
う
結
論
に
至
り

ま
し
た
。

　

4
月
よ
り
、
主
に
市
補
助

金
申
請
に
関
す
る
事
項
を
試

行
検
討
途
中
で
し
た
が
、
令

和
2
年
度
の
市
補
助
金
申
請

に
間
に
合
う
よ
う
に
と
の
考

え
か
ら
、
令
和
2
年
1
月
に

臨
時
総
会
を
召
集
し
て
開
催

し
、
議
題
を
提
示
し
ま
し

た
。

　

議
事
で
は
、
①
福
祉
バ
ス

2
台
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

1
台
は
研
修
旅
行
、
も
う
1

台
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

使
え
る
、
②
新
役
員
等
の
登

用
で
、
活
動
回
数
や
、
新
し

い
活
動
項
目
等
が
増
え
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
と
述
べ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
①
と
②
の
相
互

作
用
で
会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
今
以
上
に

深
め
る
こ
と
が
で
き
、
会
員

増
強
に
つ
な
が
る
メ
リ
ッ
ト

に
な
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
全
員
に
賛

成
の
決
議
を
い
た
だ
き
、
令

和
2
年
4
月
1
日
に
﹁
嶺
寿

会
﹂
を
﹁
第
二
嶺
寿
会
﹂
と

名
称
を
変
更
し
て
引
き
継

ぎ
、新
た
に
﹁
第
一
嶺
寿
会
﹂

を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
﹁
健
康
・
友
愛
・

奉
仕
﹂
を
柱
に
、
様
々
な
活

動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　今年度、那珂南校区の第一嶺寿会が設立
されました。那珂南校区老人クラブ連合会
の伊藤恵会長より、新規設立クラブの動機
等を伺いましたのでご紹介します。

新設クラブ紹介コーナー
博多区老人クラブ連合会 那珂南

校区 会長　佐久間　朗
 （会員 34名 ）

第一嶺寿会

た
だ
い
ま

　原
稿
募
集
中
! !

会
員
の

声
「
高
齢
者
の
免
許
返
納
に
つ
い
て
」

テ
ー
マ

　

博
高
連
だ
よ
り
で
は
「
会
員
の
声
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
次
回
の
テ
ー
マ
は
「
高
齢
者
の
免
許
返

納
に
つ
い
て
」
で
す
。
日
頃
の
思
い
や
、
体
験
談
な

ど
、
み
ん
な
で
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
！

【
原
稿
締
切
日
】
令
和
2
年
10
月
15
日
（
木
）

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

☎
︵
0
9
2
︶
4
1
9
ー
1
0
8
5

〒
８
１
２
ー
８
５
１
４

 

博
多
区
博
多
駅
前
２
ー
19
ー
24

宛　先

宛先は
こちら

那
珂
南
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

会
長　
伊
藤　
恵

２
ク
ラ
ブ
体
制
で
組
織
力
強
化

新
規
設
立
ク
ラ
ブ
の
動
機
等
に
つ
い
て
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わが町歴史散歩第8回

博多にまつわる歴史をご紹介します

御供所地区　御供所長寿会
武田　与一

　

人
気
の
娯
楽
だ
っ
た
芝
居
・
歌

舞
伎
は
、
風
紀
や
火
災
の
問
題
か

ら
、
江
戸
時
代
に
は
そ
の
興
行
に

規
制
が
あ
り
ま
し
た
。

　

福
岡
の
芝
居
は
、
藩
の
許
可
を

得
て
仮
小
屋
で
興
行
し
て
い
ま
し

た
。
明
治
に
な
り
規
制
が
緩
む
と
、

常
設
小
屋
に
な
り
、
博
多
の
芝
居

熱
は
一
気
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

そ
の
中
で
御
供
所
は
、
博
多
初
の

本
格
的
劇
場 

教
楽
社
が
開
場
。
西

の
中
州
と
並
ぶ
東
の
劇
場
エ
リ
ア

に
な
り
﹁
九
州
随
一
の
芝
居
の
殿

堂
﹂
大
博
劇
場
が
建
ち
、
芝
居
黄

金
時
代
の
中
心
と
な
り
ま
す
。

　

文
明
開
化
の
波
の
中
で
東
西
の

役
者
の
来
博
も
増
え
﹁
芸
ど
こ

ろ
﹂
博
多
の
芝
居
熱
は
、
ど
ん
ど

ん
燃
え
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
、
博
多
育
ち
の
﹁
新
劇
の
祖 

川
上
音
二
郎
﹂
を
輩
出
、
都
落
ち

の
祭
文
語
り
は
玄
洋
社
な
ど
博
多

の
応
援
で
人
気
急
上
昇
し
﹁
浪
曲

の
祖 

桃
中
軒
雲
右
衛
門
﹂
と
し

て
送
り
出
し
ま
す
。

　

当
時
の
博
多
の
芝
居
熱
は
、
以

下
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
残
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

御
供
所
は
博
多
東
の
劇
場

︵
芝
居
小
屋
︶
エ
リ
ア
で
し
た

明
治
の
博
多
は

芝
居
が
盛
り
上
が
り
ま
す

﹁
大
博
﹂
の
由
来

大
型
劇
場
が
続
々
開
場
、
博
多

の
芝
居
は
明
治
大
正
の
黄
金
時

代
を
迎
え
ま
す

御
供
所
に﹁
九
州
随
一
の
芝
居

の
殿
堂
﹂が
開
場
し
ま
す

 

︵
旧
東
町 

今
の
コ
ア
マ
ン
シ
ョ
ン
︶

　

日
清
・
日
露
戦
争
で
急
発
展
の

若
松
・
小
倉
・
直
方
に
大
型
劇
場

が
開
場
し
ま
す
。
コ
レ
ラ
対
策
な

ど
で
博
多
は
後
手
に
回
り
、
つ
い

に
は
大
物
歌
舞
伎
が
博
多
巡
業
を

パ
ス
す
る
羽
目
に
な
り
ま
す
。
博

多
の
大
ピ
ン
チ
。
福
博
の
有
力
者

が
結
集
し
、
博
多
に
ふ
さ
わ
し
い

九
州
一
の
新
劇
場
建
設
を
と
衆
議

一
決
。
九
州
劇
場
・
大
博
劇
場
二

大
最
新
劇
場
の
競
合
時
代
を
迎
え

ま
す
。

　

大
正
9
年
12
月
、
最
新
の
設
備

と
サ
ー
ビ
ス
を
備
え
た
﹁
大
博
劇

場
﹂
が
開
場
し
ま
す
。
当
時
、
東

西
の
歌
舞
伎
興
行
を
一
手
に
握
る

松
竹
と
博
多
の
初
の
提
携
が
で
き

て
、
東
西
の
大
物
役
者
が
次
々
に

来
演
し
、御
供
所
は
﹁
芝
居
ど
こ
﹂

博
多
芝
居
の
中
心
に
な
り
、
黄
金

時
代
を
支
え
ま
す
。

　

ま
た
、
新
派
・
新
劇
他
各
種
演

芸
、
世
界
の
一
流
音
楽
・
芸
術
家

の
演
奏
会
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

講
演
会
、
ラ
ジ
オ
試
験
受
信
の
公

開
会
場
、
学
校
・
地
元
の
学
芸
会

な
ど
な
ど
、
博
多
の
中
心
の
劇

場
・
ホ
ー
ル
と
し
て
幅
広
く
市
民

に
愛
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
岡
空
襲
直
後
に
は
、
焼
失
し

た
劇
場
の
代
替
公
演
や
慰
安
無
料

興
行
も
開
催
。
映
画
・
テ
レ
ビ
に

押
さ
れ
、
昭
和
47
年
に
解
体
し
ま

し
た
。

◎ 

相
生
券
番
分
裂
・
水
茶
屋
券
番
開
業

　

券
番
取
締
の
芝
居
総
見
禁
止
を
契
機

に
、
芸
妓
の
日
頃
の
不
満
が
大
爆
発
し

ま
す
。

◎ 

水
茶
屋
芸
妓
と
炭
鉱
師
︵
貝
島
︶
の

役
者
贔
屓
合
戦

　

人
気
投
票
・
用
紙
買
収
合
戦
に
発
展

（
ま
る
で
大
人
の
Ａ
Ｋ
Ｂ
総
選
挙
）

芝
居
小
屋
も
激
し
く
競
い
ま
す
。

◎
電
気
照
明
導
入

教
楽
社
： 

聖
福
寺
境
内
に
発
電
機
を
設
置

永
楽
社
： 

注
文
流
れ
品
の
急
き
ょ
導
入

︻
エ
ピ
ソ
ー
ド
︼

大博劇場

　

大
博
劇
場
の
名
は
、
地
元
博
多

と
大
阪
の
松
竹
と
の
合
資
か
ら

﹁
大
阪
・
博
多
﹂
で
﹁
大
博
﹂
の

発
案
で
す
。

　

そ
の
後
博
多
で
は
、
大
博
通

り
、
大
博
商
会
な
ど
、
大
博
◯
◯

の
よ
う
な
﹁
大
き
な
博
多
﹂
の
略

称
と
し
て
定
着
し
て
い
き
ま
す
。

　

ち
な
み
に
筆
者
は
、
祖
父
が
大

博
劇
場
の
出
資
者
の
一
人
で
、
そ

の
経
営
に
直
接
関
わ
り
、
武
田
の

六
代
目
に
あ
た
り
ま
す
。
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女性部
友愛の
女性部
友愛の
女性部女性部女性部女性部女性部女性部
友愛の友愛の友愛の友愛の友愛の友愛のわ

施設訪問で
 地域の方と交流
奈良屋老人クラブ連合会
女性部長　濱野　ヱイ子

　

奈
良
屋
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は
、
高
齢
者
福
祉
施
設
の

﹁
ウ
ィ
ズ
ラ
ン
ド
博
多
﹂
と
﹁
博

多
さ
く
ら
園
﹂
を
友
愛
訪
問
し

て
い
ま
す
。

　
﹁
ウ
ィ
ズ
ラ
ン
ド
博
多
﹂
で

秋
に
開
催
さ
れ
る
バ
ザ
ー
と
文

化
祭
で
は
、
午
前
に
餅
つ
き
が

行
わ
れ
私
た
ち
も
餅
つ
き
作
業

を
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
午
後
に
は
様
々
な
出

し
物
が
披
露
さ
れ
ま
す
が
、
昨

年
は
私
ど
も
が
お
願
い
し
て
、

奈
良
屋
公
民
館
で
活
動
な
さ
っ

て
い
る
﹁
コ
ッ
ト
ン
ウ
ク
レ

レ
﹂
の
皆
様
が
出
演
さ
れ
ま
し

た
。

　

ウ
ク
レ
レ
の
や
さ
し
い
音
色

に
の
せ
て
懐
か
し
い
曲
を
演
奏

し
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
か
ら

も
大
変
好
評
で
し
た
。
他
に
も

地
域
の
方
々
が
た
く
さ
ん
の
出

し
物
を
披
露
し
、
最
後
ま
で
大

い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
﹁
博
多
さ
く
ら
園
﹂
で
は
、

洗
濯
物
を
た
た
ん
で
ネ
ー
ム
ご

と
に
ま
と
め
る
作
業
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
主
催
で
在
園
の
皆
様
を

対
象
に
し
た
習
字
の
練
習
会
を

毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
中
に
は
、
字
が
大
変
上
手
な

方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う

で
す
。
筆
で
字
を
書
く
作
業
は

心
と
体
に
と
て
も
い
い
刺
激
に

な
り
、
楽
し
い
た
め
、
と
て
も

素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　
﹁
ウ
ィ
ズ
ラ
ン
ド
博
多
﹂
も

﹁
博
多
さ
く
ら
園
﹂
も
そ
の
他

様
々
な
形
で
地
域
の
方
と
交
流

を
図
っ
て
い
ま
す
。
奈
良
屋
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
も
そ
の
一
端

を
担
え
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

  

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
脅
威
に
立
ち
向
か
う
、
高

齢
者
福
祉
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
の
負
担
は
い
か
が
ば
か
り

か
と
報
道
を
見
る
た
び
に
心
が

痛
み
ま
す
。
一
日
も
早
く
日
常

に
戻
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で

す
。

安
心
情
報
キ
ッ
ト

冷
蔵
庫

4

4

4

に
入
れ
て

4

4

4

備
え
る

安
心
情
報
キ
ッ
ト
と
は

　

緊
急
時
や
災
害
時
な
ど
、
も
し

も
の
時
に
備
え
る
た
め
に
﹁
緊
急

時
の
連
絡
先
﹂
や
﹁
か
か
り
つ
け

専用容器（キット）
は必ず冷蔵庫の中
に入れてください

※ すぐに取り出せるように、分
かりやすい場所に入れてくだ
さい。（見開きのところなど）

※ 必ず屋内側に
貼ってください

目立つところにマグネットを
貼っておきます

シールマグネットは、
屋内（玄関の内側など）
に貼ってください

専用容器には「安心カード」の他に
一緒に入れておくと安心なもの例
・健康保険証（写し）
・本人の写真
・おくすり手帳（写し）、服用している薬のことが分かるもの

の
病
院
﹂
な
ど
の
情
報
を
記
載
し

た
カ
ー
ド
を
筒
状
の
専
用
容
器

（
キ
ッ
ト
）
に
入
れ
て
冷
蔵
庫
に

保
管
し
て
お
く
も
の
で
す
。

　

対
象
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
障
害
が
あ
る
方
な
ど
、
地
域

で
見 

守
り
が
必
要
な
方
で
す
。

※ 

配
布
を
希
望
す
る
方
は
、
博
多

区
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
問
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　中に入っているマ
グネットは、専用容
器（キット）がある
ことを救急隊員等に
知らせるものです。
発見しやすいように
「冷蔵庫の扉」や「玄
関の内側」など目立
つところに貼り付け
ましょう！
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　長引く外出自粛生活で、運動不足に
なっていませんか？感染症に負けない、
元気な体づくりのためにも、今できる運
動を続け、健康を維持しましょう！

自宅でできる

よかトレ体操

博多区でも給付金の詐欺に注意 !!
　特別定額給付金（新型コロナウイルス
感染症緊急経済対策関連）事業の実施に
伴い、同給付金をかたる詐欺事件が発生
しています。総務省や市役所をかたる電
話やメールは、詐欺の可能性があります。
くれぐれもご注意ください！

市区町村や総務省などが
以下のことを行うことは絶対にありません！
注意 ! 現金自動預払機（ATM）の操作をお願いすること

注意 ! 受給にあたり手数料の振込みを求めること

注意 ! メールを送り
URLをクリックして申請手続きを求めること

「怪しいな？」と思ったら、１人で悩まず、まず相談を！

◆消費者ホットライン（局番なしの3桁）188
◆博多警察署 092-412-0110

どんな状況でも冷静になって

絶対に教えない！渡さない！
◎暗証番号
◎通帳
◎口座番号

◎キャッシュカード
◎マイナンバーカード

伸
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卒
寿
を
迎
え
た
今
も
な
お

 

少
年
剣
士
た
ち
に
『
熱
血
指
導
』

元
博
多
区
老
連 

会
長
（
大
浜
地
区
）

 

剣
道　

教
士　

七
段　

田
中　

寛

　
ま
ず
は
、
博
高
連
の
会
長
在
任
中
、

会
員
の
皆
様
方
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
で
も
、
楽
し
か
っ
た
思

い
出
の
数
々
が
と
て
も
懐
か
し
く
よ

み
が
え
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
は
思
い
も
か
け
ず
﹃
は

か
た
熱
中
人
﹄
へ
の
寄
稿
の
お
話
を

い
た
だ
き
、
も
し
会
員
の
皆
様
方
の

生
き
る
活
力
の
一
助
と
も
な
れ
ば
と
、

ま
さ
に
冷
汗
三
斗
の
思
い
で
寄
稿
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
私
は
こ
の
た
び
﹁
卒
寿
﹂

を
迎
え
ま
し
た
が
、
以
前
か
ら
﹁
余

生
を
少
年
剣
道
の
指
導
一
本
で
過
ご

し
た
い
﹂
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
、
人
さ
ま
の
大
切
な
子
ど
も

た
ち
を
教
育
・
指
導
を
す
る
な
ど
、

そ
の
よ
う
な
お
こ
が
ま
し
い
こ
と
で

は
な
く
、
日
本
古
来
の
伝
統
と
文
化

に
培
わ
れ
た
﹃
剣
道
の
持
つ
力
﹄、
す

な
わ
ち
﹁
礼
節
を
尊
び
、
信
義
を
重

ん
じ
、
誠
を
つ
く
し
、
そ
し
て
自
ら

の
心
身
を
錬
磨
し
て
旺
盛
な
る
気
力

を
養
う
﹂
と
い
う
剣
道
の
教
え
を
、

現
代
の
子
ど
も
た
ち
に
少
し
で
も
伝

え
る
べ
く
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
い
つ
も
自
分
自
身
に
い

い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。﹁
私
が
エ
ラ
い

ん
じ
ゃ
な
い
！
剣
道
が
エ
ラ
イ
！
﹂

と
…
。

　
30
数
年
間
続
い
て
い
る
地
域
の
剣

道
サ
ー
ク
ル
﹁
清
士
館
﹂
に
は
、
私

以
外
に
6
～
7
名
の
若
い
指
導
者
が

い
ま
す
。
弥
生・板
付
北・那
珂・板
付・

春
住
の
各
5
校
区
か
ら
約
30
名
ほ
ど

の
男
女
の
小
中
学
生
た
ち
が
集
ま
り
、

月
・
火
・
金
・
土
曜
日
の
週
4
日
、

小
学
校
の
体
育
館
で
、
寒
い
冬
の
日

も
暑
い
夏
の
日
も
厳
し
い
稽
古
を
重

ね
て
い
ま
す
。
指
導
で
は
、
厳
し
い

中
に
も
﹁
ほ
め
る
﹂
こ
と
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
﹁
ア
メ
と
ム
チ
﹂

で
す
ね
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
、
改
め
て
考
え
て

み
ま
す
と
、
私
自
身
﹁
な
ぜ
こ
ん
な

に
長
生
き
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
？

特
別
に
健
康
に
留
意
し
て
い
る
わ
け

で
も
な
い
の
に
…
﹂
と
、
実
の
と
こ

ろ
不
思
議
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
﹁
卒

寿
﹂
を
迎
え
た
今
、
ふ
と
思
い
当
た
っ

た
の
で
す
！
そ
れ
は
約
30
年
間
で
巣

立
っ
て
い
っ
た
数
百
人
の
教
え
子
た

ち
や
、
現
役
の
少
年
剣
士
た
ち
の
存

在
…
。
ま
さ
に
こ
れ
こ
そ
、
私
自
身

の
長
寿
の
特
効
薬
だ
っ
た
こ
と
に
気

が
つ
い
た
の
で
す
。
こ
の
子
ど
も
た

ち
が
、
み
ん
な
で
私
を
﹁
卒
寿
﹂
に

導
い
て
く
れ
た
の
で
す
！
も
ち
ろ
ん
、

私
自
身
、
指
導
者
と
し
て
無
遅
刻
、

無
欠
勤
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
ご
同
輩
の
皆
様
。
お
互
い

に
人
生
の
た
そ
が
れ
時
（
？
）
の
今
、

体
力
と
気
力
を
養
う
た
め
、
長
寿
の

秘
訣
と
し
て
何
か
一
つ
に
打
ち
込
む

こ
と
！
熱
中
す
る
こ
と
！
そ
の
﹁
何

か
﹂
は
、
あ
な
た
ご
自
身
が
お
決
め

に
な
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
そ
れ
も
な
る
べ
く
早
く
ね
。
あ

ま
り
あ
と
が
な
い
か
ら
…
。（
笑
い
）

　
昔
か
ら
﹁
年
寄
り
の
冷
や
水
﹂
と

申
し
ま
す
が
、
そ
の
﹁
冷
や
水
﹂
に
、

敢
然
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
！
こ
れ
こ
そ
ま
さ

に
本
欄
タ
イ
ト
ル
の
﹃
は
か
た
熱
中

人
﹄
…
！
﹁
あ
ー
、
私
も
年
を
と
っ

た
な
ー
﹂
と
思
っ
た
そ
の
時
か
ら
、

加
速
度
的
に
老
化
が
進
む
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
く
れ
ぐ
れ
も

オ
シ
ャ
レ
心
も
お
忘
れ
な
く
…
。
オ

シ
ャ
レ
心
を
な
く
し
た
ら
、
も
う
お

し
ま
い
よ
。（
笑
い
）

　
さ
て
、
結
び
に
博
高
連
の
皆
様
方

の
ご
長
寿
と
、
お
幸
せ
を
心
か
ら
願

い
つ
つ
、
卒
寿
を
迎
え
た
老
剣
士
の

つ
た
な
い
一
句
を
添
え
て
、
お
別
れ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

花
と
咲
き
花
と
散
り
た
し
卆
寿
か
な

 

寛

子どもたちの指導にあたる田中さん

少年剣道のお問い合わせは…

 090-418-7538（田中）

かたは 熱 中 人
ねっちゅうびと

第10回 会員の皆さんが、いま熱中している
趣味や活動をご紹介します。
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俳

句

短

歌

川

柳

諫い
さ
は
や早
の
干
潟
の
海
の
思
い
で
は

　
　
八や

そ

じ
十
路
に
な
り
て
懐
か
し
さ
ま
し

 

冷
泉
地
区
　
太
田
　
紀
子
　

広
辞
苑
の
言
葉
の
海
に
た
ゆ
た
へ
ば

　
　
梅
雨
の
一
日
も
　
楽
し
く
あ
ら
む

 

那
珂
校
区
　
加
藤
　
節
子
　

秋
月
や
桜
並
木
の
ふ
ぶ
き
浴
び

　
　
女
三
人
憂
さ
を
忘
れ

 

那
珂
校
区
　
勝
野
　
初
代
　

春
う
ら
ら
風
に
さ
そ
わ
れ
ア
ウ
ト
ド
ア

　
　
行ゆ

き
し
な
が
む
る
花
の
大う
な
ば
ら海

 

奈
良
屋
地
区
　
吉
田
　
玲
子
　

や
わ
ら
か
な
香
り
を
く
れ
る
庭
先
の

　
　
銀
も
く
せ
い
に
幸
せ
感
じ

 

那
珂
南
校
区
　
大
塚
　
陽
子
　

鯉
の
ぼ
り
孫
も
元
気
に
空
高
く

 

東
月
隈
校
区
　
中
武
　
　
正
　

庭
に
咲
く
つ
つ
じ
の
花
の
花
あ
か
り

 

東
月
隈
校
区
　
本
浦
　
ア
イ
子

夏
休
み
君
と
歩
い
た
百
道
浜

 
東
住
吉
校
区
　
古
川
　
ト
キ
子

こ
の
春
は
家
に
こ
も
り
て
読
書
か
な

 

那
珂
南
校
区
　
中
原
　
正
秀
　

街
道
の
は
な
や
ぎ
済
み
て
花
散
ら
す

 

那
珂
南
校
区
　
末
永
　
小
夜
子

海
風
に
泳
ぐ
博
多
の
鯉
の
ぼ
り

 

東
住
吉
校
区
　
熊
谷
　
栗
子
　

疫え
き
び
ょ
う
病
の
終
息
遅ち

ち々

と
梅
雨
き
ざ
す

 

東
月
隈
校
区
　
原
口
　
敏
郎
　

あ
ま
お
う
の
甘
さ
す
っ
ぱ
さ
笑
み
か
な
う

 

東
吉
塚
校
区
　
坂
本
　
ナ
ズ
ヱ

大
空
に
か
が
や
く
ひ
と
み
う
る
わ
し
い

 

東
吉
塚
校
区
　
十
亀
　
喜
久
子

ほ
た
る
狩
り
孫
さ
そ
え
ど
も
振
ら
れ
け
り

 

東
吉
塚
校
区
　
安
武
　
浩
二
　

川
辺
り
の
い
つ
の
ま
に
や
ら
柳
の
芽

 

東
吉
塚
校
区
　
渡
辺
　
春
雄
　

夜
桜
の
宴
酣
に
楽
し
笑
み
溢
れ

 

東
吉
塚
校
区
　
福
田
　
一
二
三

小
満
の
木
々
も
小
鳥
も
い
き
い
き
と

 

東
吉
塚
校
区
　
内
藤
　
多
美
子

窓
ぎ
わ
で
風
に
そ
よ
そ
よ
春
の
花

 

東
吉
塚
校
区
　
稲
益
　
宏
子
　

寒
さ
に
も
負
け
な
い
よ
う
と
な
つ
メ
ロ
へ

 

東
吉
塚
校
区
　
市
川
　
和
枝
　

な
つ
メ
ロ
の
あ
じ
を
し
り
つ
つ
若
が
え
り

 

東
吉
塚
校
区
　
西
嶋
　
梯
子
　

お
い
コ
ロ
ナ
世
界
を
制
覇
し
た
と
思
う
な
よ

 

那
珂
南
校
区
　
村
田
　
信
栄
　 

起
き
た
け
ど
寝
る
に
は
ち
ょ
っ
と
早
す
ぎ
る

 

東
吉
塚
校
区
　
佐
谷
　
寛
義
　 

飲
み
す
ぎ
た
薬
と
酒
を
日
替
わ
り
に

 

東
吉
塚
校
区
　
稲
益
　
　
満
　

未
練
な
い
地
震
が
来
た
ら
先
に
逃
げ

 

東
吉
塚
校
区
　
西
田
　
恒
子
　

立
ち
あ
が
り
用
事
忘
れ
て
首
ま
わ
す

 

東
吉
塚
校
区
　
宮
本
　
コ
ト
ミ

こ
れ
私
、昔
の
写
真
に
照
れ
る
母

 

東
吉
塚
校
区
　
前
之
園
フ
ヂ
ヱ

久ひ
さ
び
さ々
の
義は

は母
の
化
粧
に
後
ず
さ
り

 

東
吉
塚
校
区
　
鶴
丸
　
タ
カ
コ

会員文芸 ～多数の寄稿ありがとうございました～

広 報 部 の紹介魅力的な広報紙を
目指して

　広報部では、1月と7月の年に2回発行し
ている「博高連だより」の紙面の掲載内容に
ついて考え、校正作業等を行っています。

令和2年度 広報部会委員の皆さん

広報部長 福井　良一 千　代
広報副部長 稲益　満 東吉塚

広報部員
山田　優基 弥　生
古屋　征範 美野島
南里みどり 春　住

女性部長 阿部　悦子 東　光

　4月から活動推進員として
お世話になっています隈本と
申します。「福岡のクマモト」
と覚えてください。
　カラスの鳴かない日はあっ
ても、コロナを聞かない日は
ない昨今。外出自粛でコロナ
太りが悩みです。少しでも皆
様のお役に立てるよう務めま
すので、ご指導のほどよろし
くお願いいたします。

活動推進員
隈本　秀勝

事 務 局 の紹介
クラブの

さらなる発展へ 新型コロナウイルスによる
肺炎に注意！

　新型コロナウイルスによる肺炎は、患者の咳やくしゃみなどのしぶきに
含まれる病原体による感染（飛沫感染）や、病原体が付着した手で
口や鼻に触れることによって感染（接触感染）すると考えられています。

予防のポイントは？

◎ 石けんによる手洗いや、アルコール消毒液を
用いて手指の消毒を行いましょう。

◎ 咳などの症状がある場合
には咳エチケットを行い
ましょう。

◎ 公共交通機関や人混みの多い場所をできるだけ避けましょう。

◎ 普段から十分な睡眠とバランスのよい食事を
心がけ、免疫力を高めましょう。

◎ 空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低下します。
　加湿器などを使って、適切な湿度（50～ 60％）を保ちましょう。

マスクを着用する ハンカチで口と鼻を覆う 上着の袖などで口と鼻を覆う

消 毒手洗い

福岡市 新型コロナウイルス感染症相談ダイヤル

☎092-711-4126（24時間対応）

不安や気になることがある方はご相談ください。

❶ 「生」＝学生・生活・一生・生涯❷ 「反」＝違反・反省・相反・反対 Q穴埋め漢字クイズ　答え❸ 「国」＝帰国・国会・王国・国家
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あ
と
が
き

　

世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
感
染

者
や
死
者
が
増
大
し
、特
に
私

た
ち
高
齢
者
の
心
は
不
安
と

恐
怖
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。ま
さ

に
人
類
と
ウ
イ
ル
ス
の
戦
争

で
す
。こ
の
状
態
が
当
分
は
続

く
と
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
博
高
連
の
我
々
会
員
は
、そ

れ
ぞ
れ
で
工
夫
し
て
心
の
開

放
を
図
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
人
特
有
の
う
が
い
、手
洗

い
を
厳
守
し
、三
密
を
避
け
て

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
博
高
連
だ
よ
り
の
メ
イ
ン
記

事
と
な
る
博
多
祇
園
山
笠
が
中

止
と
な
り
、
に
ぎ
や
か
さ
に
欠

け
ま
す
が
、
会
員
皆
様
の
熟
読

を
期
待
い
た
し
ま
す
。

博
高
連
広
報
部
会
委
員

 

古
屋　
征
範

ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た

 

皆
様
方
へ

　

こ
の
た
び
は
﹁
博
高
連
だ

よ
り
﹂
の
発
行
に
あ
た
り
ま

し
て
広
告
の
掲
載
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で

幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
願
っ
て
発
行
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚

誼
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

 

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

みんなで協力して

①個人的な“口コミ”を使って、まずご近所から勧誘活動をしよう！
② 勧誘活動は、イベント・研修会など適切な時期をねらい効果的に実施しよう！
③ 「地域・ご近所で楽しくおしゃべりが出来る仲間が欲しい人」・「退職等により

自由な時間ができた人で、楽しく遊びたい人」・「これまでの経験を活かし、地
域に貢献したい人」等を対象に勧誘活動をしよう！

④ 強引な勧誘は慎み、体験参加をお誘いしながらクラブの楽しさを伝えよう！
⑤ 地域（校区・町内）の自治協議会、社会福祉協議会、民生委員児童委員協議会およ

び公民館長会等の特に役員のクラブ未加入者に対する勧誘活動を徹底しよう！

※ 会員増強運動の成功例に共通するのは、勧誘活動です。

～ 会員一人ひとりが勧誘の担い手です ～
「勧誘から始めよう！」

1

① 校区（地区）連合会長は、新規クラブ結成・解散クラブ再生のキーマン、校区（地区）
連合会長を中心として、自治協等地域団体と連携しながらクラブをつくろう！

② 近隣のクラブをホスト役に、連携して解散クラブを再生しよう！
③ 高齢者の意向が多様化する中、新しいタイプのクラブを考えよう！

※会員増強には、クラブ未設置地域の解消が大切です。

～ すべての地域にクラブの設置を ～
「新規クラブをつくろう !」3

① 自治会など地域活動に積極的に参画し、クラブ活動を知ってもらおう！
②動員事業の見直しを行い、魅力的な事業を企画しよう！
③ おしゃべり会、ダーツ、カラオケなど誰でも参加出来る魅力的な同好会  

等を企画しよう！
④ 「いきいきサロン」は PR の場、運営にもかかわろう！
⑤ 口コミ、ポスター、チラシ、会報、ホームページ等を工夫しよう！
⑥ 行政と連携して「介護予防活動」の輪を地域の高齢者に広げよう！

※ 会員増強には、地域の皆さんにクラブを知って
もらうことが大切です。

～ 知られていますか、あなたのクラブ ～
「クラブをPRしよう！」

2

※ 会員減の最大要因であるクラブ解散を防ぐため、
会長後継者の確保が大切です。

「解散クラブ“0”をめざそう！」4

を行いましょう！勧 誘 声 か け＆

会員増強4つの運動

現会長 次期会長

① 常日頃から役員の
　後継者を育成しよう！

現会長 次期会長

② 会長の業務・役職を他
の役員と分散し、会長
の業務を減らそう！

現会長 次期会長

③ 女性または若手を積極
的に役員へ登用し、ク
ラブの活性化を図ろう!

　博多区老人クラブ連合会は、現在
110 クラブ、会員 4,541 名で構成され
ています。ただ以前のピーク時に比べる
と会員数は減少傾向です。各クラブで以
下の 4つの取り組みを行い、一人でも
多くの仲間を増やしましょう。


